
１　意見募集の概要

募集期間

閲覧場所

意見提出方法

意見提出先

２　意見募集の結果

　(1) 意見提出者数　１人

　(2) 意見件数　　　　１件

提出方法 インターネット ファックス 電子メール 郵送 その他（窓口提出） 合計

人数 0 0 0 0 1 1

件数 0 0 0 0 1 1

３　提出された意見と意見に対する区の考え方

　(1) 意見の内訳

1

　(2) 意見の概要及び区の考え方

意見の分類

「横浜型地域包括ケアシステムの構築に向けた中区アクションプラン」案に対する
市民意見募集の実施結果について

令和３年10月25日（月）から11月25日（木）まで

中区高齢・障害支援課および中区ホームページ

インターネット（横浜市電子申請・届出サービス）、ファックス、電子メール、郵送

中区高齢・障害支援課

重点取組分野３ 「多様な主体による生活支援」について

意見の概要 区の考え方
・いただいたご意見を参考に、
重点取組分野３「多様な主体に
よる生活支援」【施策の目指す
姿】について、「『気軽な相
談・交流の場』が身近にあるこ
とにより、人とのつながりを維
持できている」という表現に修
正しました。
・地域ケアプラザは、誰もが地
域で安心して暮らせるよう、身
近な福祉・保健の拠点としてさ
まざまな取組を行う横浜市独自
の施設で、中学校区に１か所程
度の割合で整備をすすめていま
す。いただいたご意見は関係部
局と共有し、今後の参考とさせ
ていただきます。

内容に一部を反
映したもの

関内地区に気軽に立ち寄れる居場所が必要ではないでしょうか。開
港記念会館のような立派な会館はありますが、ちょいと寄り合える
ような自由な空間がありません。
頑張ってもどうしようもない状況に追い込まれるときは必ず誰にで
もあります。そのような時はいろいろな方々とつながって、相談し
て新たに進む道を生み出すため、気楽に相談、交流できる場が必要
です。
関内地区の人にとってそれを担う場は不老町地域ケアプラザです
が、行くには距離的に遠く、特に高齢者にとっては困難な距離で
す。そのためその分室を関内地区に作る必要性が大きいのではない
でしょうか。
そしてそこをアクションプランの取組拠点とできないでしょうか。
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